「学生活動助成金」による活動の報告
医療工学部　海外研修グループ

代表／義肢装具学学科4年　望　月　まゆ子
　本学科の海外研修は、平成16年度の開始以来、本年度は9回目を迎えました。本年度の研修グループは、現地においてボランティア活動に取り組みました。
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　報告したいのは、米国オレゴン州コーバリス市にあるグッド・サマリタン・ホスピタルに併設されている「パステガ・ハウス」においての取り組みです。「パステガ・ハウス」はグッド・サマリタン・ホスピタルに入院している患者の家族のための宿泊施設であり、設立者のマリオ・パステガ氏が私財を投じて建設し、病院に寄贈したものです。マリオ・パステガ氏はペプシ・コーラの会長として会社を引っ張る傍ら、同施設運営のために自ら基金を募り、より快適な宿泊施設の拡充に尽力されていましたが、本年1月、95歳という高齢で死去されました。
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　家族に入院患者が出た場合、家族の方々は取るものも取りえず病院に駆けつけることになります。当然、病院に宿泊することはできませんから、宿泊施設を探すことになります。そんなとき、「パステガ・ハウス」は大きな助けとなります。施設には快適にベッドルームに加え、協同のキッチンが用意されており、利用者は自由にそのキッチンを使うことができます。簡単な食材も無償で提供され、家族は互いに他の家族を気遣い、励ましあいながら調理し、一緒に食事をします。食後には大きな暖炉を備えたリビングで家族同士が語り合いながら、病人の回復を祈ることになります。生活に必要な物資も提供され、洗濯機、乾燥機の使用も無料です。もちろん宿泊費も無料同然です。
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　過去の本学研修生は、これまで、同施設においてパステガ氏本人から直接、施設建設のねらいや運営の方針をお聞きし、福祉活動の意義について多くのことを学んできました。このパステガ氏の講義は、第１回研修からずっと続いていたそうですが、ご本人の死去により、本年度はそれが叶わなくなりました。しかし、施設関係者は、生前のパステガ氏の願いを丁寧に説明してくださり、合わせて氏の業績を数多く示してくださいました。そこで、私たちは、パステガ氏の遺徳を偲びつつ、この施設に必要な物[image: image6.jpg]


品は何かと考え、その品物を購入して施設に差し上げるボランティア活動を申し出ました。施設の責任者バーバラさんはたいそう喜ばれ、一人ひとりの手を握って感謝の気持ちを示してくださいました。
（←ボランティア・ギフトの贈呈）

　また、これまでパステガ氏が本学学生に示してくださった好意と熱意に感謝するため、氏が眠る墓地へ赴き、献花とお参りを行いました。
　過去9年に渡り、「パステガ・ハウス」を訪れボランティア精神を学ぶ日本の学生達がいるということで、地元の新聞「ギャゼット紙」から取材をうけることとなりました。
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Mayuko Mochizuki, a student at Hokkaido Institute of Technology, takes a photo during a tour of the Mario Pastega House on Friday afternoon.

Japanese visitors prove Mario Pastega’s generosity earned a

(zlobal reputation

Mayuke Mochizuki, a student at Hokkaido Institute of Technol-
ogy, speaks to an interpreter during an interview Friday. Her
senior thesis focuses on Mario Pastega’s philanthropy.

Trip brings life to lessons
about philanthropy

By JOCE DeWITT
CORVALLIS GAZETTE-TIMES

Students from the Hokkaido Insti-
tute of Technology visited the hospi-
tality house that Pastega founded at
Good Samaritan Regional Medical
Center as part of an annual visit to see
the work of a man whose genercsity
actually is a topic of study.

Word of the late Mario Pastega’s
philanthropy event is a topic of inter-
est to medical technology students
from the university in Sapporo, Japan.

They are on a tour of facilities and
clinics on the West Coast, and Corval-
lis was one of the major destinations
on their three-week itinerary.

The students, who are staying in
Finley Hall at Oregon State University,
took pictures Friday as they filed into
the Pastega House, carrying groceries
and supplies for donation to the house
that Pastega built for the families of
patients under care at the hospital.

The house, which opened in 2004,
has 12 guest suites and a recreation area.
Pastega, for many years the president of
the local Pepsi bottling company, died in
January at age 95 after a brief illness.
Alma Pastega died in 2008. Both
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（学生に指導される故・パステガ氏）





（お墓への献花）





（地元紙の一部）








